
 

令和 7年度  教 育 計 画 

今治市立亀岡小学校  
学校番号 ７９ 

校長名 柚山 明 学級数 
６ 

（１） 

児 童 

生徒数 
４５ 教職員数 １０ 

グランドデザイン 

令和７年度 今治市立亀岡小学校の教育目標 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進んで学び 仲よく励む 元気な子 

校訓 よく学び よくきたえる 

わたしも楽しい    みんなも楽しい 

 

○ 基礎学力の定着・ 

向上（個に応じた指

導・支援の充実、学び

の環境づくり） 

○ 学び合いで高める

思考力・表現力 

○ 分かる授業､進ん

で考え・伸びる授業 

○  みんなが笑顔にな

る言葉・挨拶・行動・

清掃・整理整頓 

○ 道徳教育、人権・同

和教育の推進 

○ 異年齢集団活動に

よる豊かな人間性の

育成 

○ 四国一周マラソン    

  

○ 課外活動 

（すもう・水泳・陸上･

駅伝） 

 

○  運動に親しむ習慣

自分の目標への挑戦 

進んで学ぶ子    思いやりのある子    心も体も元気な子 

 

 

 

 

       【心のやすらぎの場・          【ふるさとを愛する 

       習慣づくりの場】             心を育む場】 

 

    ＰＴＡ活動                地域で学ぶ活動 

    学級・学校だより             （地域学習・体験活動） 

    ＨＰでの情報発信             地域と一体となった行事 

                         （運動会・文化祭） 

楽しい学校 活力のある学校 信頼される学校 

家庭 地域 

幅
広
い
文
化 

連携・協働 

人と人とが 

つながる場 

豊
か
な
自
然 学校運営協議会 

自己評価・ 

学校関係者評価の

実施と検証 

菊間中学校区共通目標 

〇 進んで挨拶をしよう 

〇 夢の実現に向けて行動しよう 

〇 自分と仲間を大切にしよう 



重
点
目
標
と
具
現
策 

１ 進んで学ぶ児童を育てる教育の推進 

(1) 児童の実態に応じた指導方法を工夫するとともに、学ぶための環境を整えること

で、基礎学力の定着・向上を図る。 

(2) 学び合い・高め合う学級集団づくりに努め、思考力、表現力を伸ばす。 

(3) 45分の授業で勝負し、分かる・考える・伸びるを実感できる授業改善に努める。 

２ 思いやりのある児童を育てる教育の推進 

(1) 相手を尊重した言葉遣いや行動を意識し、感謝の気持ちを持ち、進んで挨拶・清

掃・整理整頓のできる児童の育成を図る。 

(2) 児童一人一人の心に響く道徳教育や、自他を大切にする人権・同和教育を推進す

る。 

(3) 合同授業や異年齢集団活動などを通して、温かい集団づくりと豊かな人間性の育

成に努める。 

３ 心も体も元気な児童を育てる教育の推進 

(1) 「四国一周マラソン」に全校で取り組み、粘り強くやり遂げようとする態度を育

てる。 

(2) 課外活動を奨励し、励まし合って健やかな心と体をつくろうとする態度や、関わ

り合いの中で相手を尊重し思いやる心を育てる。 

(3) 体育科や遊びを通して運動に親しむ習慣を身に付けさせ、自分の目標に挑戦する

態度を養う。 

学
校
運
営
上
の
留
意
点 

１ 人的管理 

 (1) 教育公務員としての自覚を持ち、厳正な服務と積極的で実践的な研修に努める。 

 (2) 教育専門職として指導技術の向上を図り、人間的魅力のある質の高い教職員の育

成に努める。 

 (3) 児童・教職員の心身の健康の保持増進を目指し、温かい人間関係の醸成に努める。 

２ 物的管理 

 (1) 美しく清掃の行き届いた環境づくりに努める。 

 (2) 潜在的危険の早期発見と迅速で的確な対応により、安全で安心できる学校づくり

に努める。 

 (3) 施設・設備、備品の整備と有効活用に努め、教育効果を高める。 

３ 事務管理 

 (1) 校務分掌の明確化と迅速で的確な文書処理に努める。 

 (2) 個人情報や金銭の管理に細心の注意を払い、情報漏洩や不適正な処理を防ぐ。 

 (3) 共同学校事務室と連携し、適切な事務処理と文書管理の推進を図る。 

４ 業務改善による働き方改革 

 (1) 協働と信頼を基盤とした温かく風通しの良い職場づくりに努め、誇りややりがい

を持って楽しく働くことができる環境を整える。 

 (2) 業務改善に積極的に取り組み、教職員の心身の疲労蓄積を防止するとともに、教

職員自身の学びの時間を確保し、質の高い温もりのある指導の継続に努める。 

 (3) ＩＣＴを効果的に活用し、業務負担軽減を図る。 

本
校
教
育
の
特
色
と
展
開 

１ 少人数であることを生かし、個に応じた丁寧な指導や支援の充実に努め、基礎・基

本の定着を図っている。また、出番や活躍する場を多く設定することで、自己有用感

や自己肯定感を高め、意欲と自信を持ち活動する児童の育成に努めている。 

２ 縦割り班による異年齢集団活動、飼育・栽培や青少年赤十字活動等の豊かな体験活

動により、温かい人間関係づくりやコミュニケーション能力の育成に努めている。 

３ 伝統の「四国一周マラソン」や校内体育行事、課外活動等を通して、自分の目標に

挑戦しようとする児童の育成に努め、体力の向上と運動の習慣化を図っている。 

４ 学校と地域で企画・運営する運動会や文化祭、保護者や地域の人々との交流を大切

にした学校行事や集会活動を行い、地域ぐるみの温かい人間関係づくりに努めてい

る。 

 


